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今年は殊の外梅雨入りが早くうっとうしい日が続い
ております。テレビのニュースで湿気が上がるとウイ
ルスの拡散が減少すると報道していましたが，せめて
そう願いたいものです。

本号の特集は「ぶどう膜網膜炎のイメージング検
査」という極めて興味深いタイトルです。

編集委員をしておりますと，まず雑誌の最終校をい
ただくと全体に目を通すことにしていますが，特集の
写真を見ていただくと，私のような門外漢にはそれだ
けで十分知識が身につきます。もちろん，それで本文
を読みますと知識が確実なものになります。このよう
に，ご多忙の先生方には写真を見ていただくだけでも
最新の情報が得られると思います。執筆をしてくだ
さった先生方の素晴らしい写真提供，すなわち詳細に
症例観察を行い，少しでも確定診断に至るべく，すば
らしい検査を行っておられるお蔭と頭が下がります。
このように，昨今のイメージング検査の進歩は目覚ま

しく，それによる確定診断の向上，疾患の進行や治療
方針の検討，治療の効果の確認等，必要不可欠なもの
になってまいりました。一方でその検査機器を持たな
いと上記のすべてが不可能となります。こうなります
とすぐに専門機関へ紹介ということになり，さらに新
人眼科医たちが自分の眼で疾患を確定することが少な
くなってくることを危惧しているのは，私のような
ロートル医師ばかりではないように思います。

特集に続き，綜説は「眼底自発蛍光の臨床的意義」，
「緑内障診療における OCT angiography の活用法」
ですが，私のような神経眼科を専門としているものに
とって，前者は自発蛍光の有無が診断の決め手となる
重要な視神経乳頭ドルーゼン，さらに後者は虚血性視
神経症と緑内障の違いを考慮するうえでとても勉強に
なりました。症例報告を含め，明日からの臨床に直結
する内容となっております。是非ご一読ください。
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